
　

　

● 見捨てられた老人ホーム事件

職員が短期間で大量離職し、入居者へサービス提供ができず経営者がホーム閉鎖し行方をくらました

● 28億円の巨額の訪問介護報酬不正が発覚

ターミナル期の人や特定の難病の人を受け入れる有料老人ホームを運営する大手事業者だった

● 100万円を超える高額紹介料を設定

有料老人ホームが高齢者住宅紹介事業者に対して、医療依存度の高い人を紹介したとき

● 有料老人ホームの多様なサービス提供実態を、厚労省や自治体は完全に把握していない。

● 有料老人ホームの届出時に、運営者の体制、事業計画などを、事前チェックを十分に行うことが難しい。

● 入居者への過剰なサービスを行っている有料老人ホームに対する家賃やケアプランの確認、点検が十分

に行えず運営体制に問題ある事業者が放置されている。

1. 有料老人ホームの運営・サービス提供のあり方

● 有料老人ホームのサービス提供確保策

住宅型老人ホームとケアマネ事業所の関係のあり方 など

● 入居紹介業の運営透明性の確保 など

● 介護保険事業（支援）計画の作成に向けた対応

2. 有料老人ホームの指導監督のあり方

● サービスの透明性・質の確保に向けた行政の関与

● 規制や指導監督、違反事案の発生時の対応

3. 囲い込み対策のあり方

（住宅有料老人ホーム）

● ケアマネの住宅型有料老人ホーム事業者からの独立性・中立性確保の仕組み

●事業運営の透明性向上のための方策

（特定施設入居者生活介護）

● 特定施設に対する総量規制のあり方や、移行策

●外部サービス型の活用促進

厚生労働省は、社会保障審議会介護保険部会で有料老人ホームのサービス提供に関する検討会を立ち上げました。

全国に1万6千棟あり、自治体の総量規制の影響を受けないことから定員ベース61万人分と最も多い特別養護老人ホーム（64万人分）に

迫る勢いで増えています。

最近の不祥事の報道で有料老人ホームに対する目も厳しくなり、これまで以上に「外部の介護保険サービス利用を制限しない」「経営状

況に関する情報を積極的に開示する」などの規制による運営が求められる可能性が大きくなります。

本検討会では、夏ごろまでに取りまとめを行う予定です。
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■厚生労働省「有料老人ホームにおける望ましいサービス提供のあり方に関する検討会（第1回）の資料について」

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_56981.html
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■ 長寿科学振興財団 健康長寿ネット「高齢者の独居問題」

https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/tyojyu-shakai-mondai/koreisha-dokkyomondai.html

厚生労働省が2023年に公表した調査結果では、高齢者（65歳以上）の独居世帯は約855万世帯で全世帯の15.7%です。

それが2050年には、2割強つまり5世帯に1世帯となり、高齢者世帯の半分は独居世帯となります。今後の社会保障や地

域支援のあり方に大きな影響を与える大きな課題です。

高齢者の独居が増え孤立する原因としては、インターネットや宅配により外出しなくても生活できる便利な時代になった面も

ありますが、家族や友人、地域社会とのつながりが希薄となっている面が大きいといえます。

私たちグリーンケア取扱店に、お気軽にお問い合わせください。
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